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岡山大学 

【NO64 岡山大学】 

 

 

 

 岡山大学 農学分野 
 

学部等の教育研究 

組織の名称 

 

農学部（第１年次:120） 

環境理工学部（第１年次:150） 

大学院環境生命科学研究科（Ｍ:159 Ｄ:42） 

資源植物科学研究所 

 

 沿     革 

 

 

 

 

昭和24（1949）年 新制岡山大学創立 農学部設置 

昭和44（1969）年 大学院農学研究科修士課程設置 

昭和62（1987）年 大学院自然科学研究科博士後期課程設置 

平成６（1994）年 教養部を廃止し，環境理工学部設置 

平成11（1999）年 大学院農学研究科を廃止し，大学院自然科学研究科博

         士前期課程設置 

平成17（2005）年 大学院環境学研究科博士前期・後期課程設置 

平成24（2012）年 大学院環境生命科学研究科博士前期・後期課程設置 

平成22（2010）年 岡山大学農学部附属大原農業研究所，岡山大学農業生

         物研究所，資源生物科学研究所を経て，資源植物科学

         研究所設置 

平成22（2010）年 資源植物科学研究所が共同利用・共同研究拠点に認定

 

設 置 目 的 等 

   
   
   
   
   
   
 

 

 

昭和21年，農業の専門の学理を研究し，その技術の習得の修得によ

り優秀な農業技術者の養成を図ることを目的に，岡山大学農学部の母

体である岡山農業専門学校が設立された。 

昭和24年，新制国立大学の発足時には，岡山農業専門学校は，岡山

大学農学部として承継された。 

昭和44年，農業の近代化と合理化の要請に対応して農業教育の高度

化を図ることを目的に農学研究科修士課程が設置された。 

昭和62年，理学，薬学，工学，農学研究科を基盤とした広い視野か

ら新しい学問体系の組み立てを行うことを目的に，自然科学研究科博

士後期課程が設置された。 

 平成6年，自然環境，人間環境及び社会環境に関する研究を学際的

な立場から集大成し，自然と人間が調和した豊かで快適な環境を創造

するための学術研究，教育を行うことを目的に，環境理工学部が設置

された。 

平成11年，専門性の深化と学際性の幅を広げることを目的に，自然

科学研究科博士前期課程・後期課程に改組された。 

平成17年，環境分野の教育研究を，持続可能な循環型社会構築と安
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全・安心の社会実現という理念の下で再構築し，美しく豊穣な国土と

風土の形成，健康で安心な生活空間の構築，並びに合理的な物質循環

システムの確立を目的として，環境学研究科博士前期課程・後期課程

が設置された。 

 平成24年，生産環境の保全・管理と連携した農業生産技術の研究開

発を目指すために環境系分野との連携を図ることを目的に，環境生命

科学研究科が設置された。 

平成22年，国内外の研究者と連携し，劣悪環境でも生育可能な作物

の創出に向けた基礎研究を推進することを目的に，岡山大学農学部附

属大原農業研究所，岡山大学農業生物研究所，資源生物科学研究所を

経て，資源植物科学研究所が設置された。 

 

 強みや特色、        

 社会的な役割        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学は，中国山地ならびに瀬戸内地域の豊かな自然と風土のも

とで，中国・四国・近畿の地域からの至便なアクセスを活用して，食

料の生産・生態環境の保全・生物資源の利用等，生命を支える農学を

考究し，地域や社会の発展に寄与することを目指し，教育・研究・社

会貢献に取り組むとともに，総合大学の特徴を生かし，異分野融合に

よる新しい分野の創出を目指しており，以下の強みや特色，社会的な

役割を有している。 

 

○ 幅広い教養や倫理観を養い，食料・環境・資源等に関する基礎学

力を授けるとともに，フィールドにおける実践学習を展開し，専門

的知識・技術と指導力を有し，広い視野で応用力を発揮できる人材

を育成する役割を果たす。更に複眼的な視野から，独創性に富み，

高度な研究能力を有する先導的な人材育成の役割を果たす。 

 

○ 専門性と総合性を兼ね備え，多様化する社会に対応し，幅広い領

域で応用力を発揮できる人材育成を目指した教育のために全国で

いち早く採用した学部の一学科制を継続する。また，地域営農者と

の交流を通じた特色ある教育を進めてきた実績を生かし，国や地方

自治体等と様々な地域社会連携実践型人材育成教育プログラムを

構築してきた。これらの特色ある教育改革の実績を生かしながら，

グローバルな課題解決能力を持つ農学系人材を育成する学部・大学

院教育を目指して不断の改善・充実を図る。また，保健学との融合

教育（生殖補助医療技術育成キャリア養成特別コース）を実施する。

更に学部・大学院の一貫的な教育（先進基礎科学特別コース）を実

施する。 

 

○ 農学・森林科学系としての世界的な高い研究評価，特に植物遺伝

資源・植物ストレス科学分野における世界トップクラスの高い研究
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実績を生かし，先端的研究の積極的な展開を図る。また，非常に高

く評価されている国内外との共同研究を今後も積極的に進め，特に

アジア・アフリカ地域に貢献できる研究を行う。さらに，医学，薬

学や工学をはじめとする異分野との融合による研究プロジェクト

を推進する。 

 

○ 国や地方自治体等の農業，林業，食品，環境，農業土木等に関係

する委員会等への外部委員としての参画，岡山県研究機関や農業団

体との果樹園芸，畜産，林学関係の共同研究等，地域社会に貢献し

てきた実績を生かし，岡山県をはじめとする周辺地域の農業，食品

産業の振興等に寄与する。また，岡山県・岡山市と共同で，ユネス

コが推進する「持続可能な開発のための教育（ESD）」を積極的に

進める。さらに，生殖補助医療技術キャリア養成特別コースでは地

域医療機関とともに地域医療に貢献する人材の育成を図る。 

 

○ 社会人学び直しに向け，地域農業者・農業団体・医療機関・官公

庁・企業等と協力して，地域農業・食品生産・生殖補助医療技術者

のリカレント教育を実施する。また，社会人が入学したい環境を整

えるとともに，公開講座等を実施して，社会人に農学の学びの場を

積極的に提供する。 

 

○ 農学分野の人材育成強化を目指し，小中高等学校と連携して出前

講義等を数多く実施するとともに，国際バカロレア入試による入学

生の受け入れ，マッチングプログラムコースからの卒業研究受け入

れを継続実施する。 

 


